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日本ゼオン株式会社（社長：古河 直純 東京都千代田区）は、シンガポールにおいて新たな溶液重

合法スチレンブタジエンゴム（Ｓ－ＳＢＲ）の製造プラントを建設することを決定しました。シ

ンガポール立地は、１）生産環境の安定、安全性 ２）主原料であるブタジエン調達 ３）市場への

アクセスから選択しました。

世界的な環境問題から、新車への燃費規制、CO2排出規制は今後益々厳しくなると考えられま

す。タイヤ市場においては、日本をはじめ欧米でも、転がり抵抗などの基本性能を明示するラベ

リング制度が始まります。新車用タイヤ、リプレイス用タイヤ共に低燃費性能が重視され、その

需要も大きく拡大しております。

当社は、タイヤの転がり抵抗の低減とグリップ性能の向上という二律相反する要求に対し高度な

バランス性能を発揮する高性能なS-SBRを世界でいち早く開発・商品化いたしました。特に、現

在低燃費タイヤの主力補強材となっているシリカ配合に適した当社S-SBRは、国内外のタイヤ

メーカーからその性能に関して高いご評価を頂いております。今後も、更なる低燃費性能の改善

をはじめとするタイヤの総合性能向上の要求に応えるタイムリーな新製品開発と共に、供給量の

拡大が強く期待されております。

当社は、「特殊ゴムのゼオン」として培った独創的な技術をベースとし、S-SBRの性能向上を継

続して追求してまいります。また、生産能力の拡大によって市場からの期待に応えることで社会

への貢献を果たしてまいります。

＜新設計画＞

• 立地 ： シンガポール ジュロン島内

• 生産能力 ： 第１期 年産３～４万トン、第２期 年産３～４万トン

• 生産品目 ： 溶液重合法スチレンブタジエンゴム、ブタジエンゴム

• 製法 ： 溶液重合法

• 稼動予定 ： ２０１３年７月
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